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平成１８年３月期 第１四半期財務・業績の概況（連結） 
平成１７年７月１３日 
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（ＵＲＬ http://www.komatsuwall.co.jp/）   
問 合 せ 先  代表者役職   代表取締役社長 
        氏   名  加 納  裕 

 

責任者役職  取締役経理部長 
氏   名  鈴 木 裕 文 

 
（ＴＥＬ：（０７６１）２１－３１３１） 

 
１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用
の有無 

： 無 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の
変更の有無 

： 無 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 
 
２．平成１８年３月期第１四半期財務・業績の概況（平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月３０日） 

(1)経営成績（連結）の進捗状況                       （百万円未満切捨） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期） 
純  利  益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

１８年３月期第１四半期 ５，４２５(△1.3) ３８９(△28.0) ４５２(△17.0) ２１３(△31.7) 
１７年３月期第１四半期 ５，４９５( 5.1) ５４１( 25.7) ５４５( 24.5) ３１３( 29.2) 
(参考)１７年３月期 ２５，６１６    ２，６３０     ２，６５４ １，５４３     

 

 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭 

１８年３月期第１四半期 ２０ ２１ ２０ ００ 
１７年３月期第１四半期 ２９ ５９ ２９ ４３ 
(参考)１７年３月期 １３８ ９１ １３７ ４６ 

（注）売上高、営業利益、経常利益、四半期（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期比
増減率を示しております。 

 

[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等] 

当第 1 四半期の国内経済は、内閣府の６月月例経済報告では「弱さを脱する動きがみられ、穏やかに

回復」と表現、基調判断は１１ヶ月ぶりに上方修正され、着実に回復を続けている状況と考えられます。 

間仕切業界におきましては、民間需要の回復に支えられながらも、公共投資の減少、販売価格競争等

に加え、鋼板等の原材料値上げの影響もあり厳しい経営環境が続きました。 

このような情勢のなかで、当社グループは積極的なコスト削減と、設計指定活動による受注活動に取

組んでまいりました結果、公共投資の減少を民間需要の増加でカバーし、当第 1 四半期は前年同期比  

１．３％の減収とほぼ前年同期並みを維持することができました。 

品目別では、主要品目の可動間仕切が民間設備投資の回復から工場・生産施設向けが増加し、１．０％

の増加、近年好調な固定間仕切は、軽量ドアを中心に民間の福祉・厚生施設への納入が増加し、３．６％

の増加となりました。また、近年減少が続いていたロー間仕切は、民間のオフィス需要が回復し、   

５．３％の増加となりました。トイレブースについては、あらゆる施設向けに納入され、前年同期並み

の０．７％の減少にとどまりました。移動間仕切は、小型物件では健闘しましたが、大型物件が相次い

だ前年の反動もあり、２３．４％の減少となりました。 

利益面につきましては、第三工場３号棟完成に伴う機械移設費用等の一時費用および原材料値上げの

影響がありましたが、コスト削減により売上総利益率は前年同期比０．２ポイント低下にとどめること

ができました。販売費及び一般管理費についても抑制に努めましたが、人員増による人件費増や貸倒引

当金の増加等から、営業利益率は２．７ポイント、経常利益率は１．６ポイントそれぞれ低下しました。 
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これらの結果、当第 1 四半期は売上高５４億２５百万円（前年同期比１．３％減）、営業利益３億   

８９百万円（同２８．０％減）、経常利益４億５２百万円（同１７．０％減）、四半期純利益２億１３百

万円（同３１．７％減）となりました。受注残高については、公共物件の減少に加え移動間仕切の減少

を他の品目でカバーできず、前年同期比６．７％減少の１０２億１３百万円となりましたが、依然とし

て１００億円を超える高い水準で推移しております。 

(2)財政状態（連結）の変動状況                         （百万円未満切捨） 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 １株当たり 
株 主 資 本      

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

１８年３月期第１四半期 ２７，５４８ ２２，９２６ ８３．２ ２，１６６ ５３ 

１７年３月期第１四半期 ２６，０６２ ２１，９２７ ８４．１ ２，０６５ ５７ 
(参考)１７年３月期 ２８，０８７ ２２，９７２ ８１．８ ２，１６３ ８６ 

 
【連結キャッシュ・フローの状況】                     （百万円未満切捨） 

 営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高          

 百万円 百万円 百万円 百万円 

１８年３月期第１四半期 ６２７ △ ７７２ △ １７４ ５，４０８ 
１７年３月期第１四半期 １，２２９ △ ２４２ △ １８５ ５，９２３ 

(参考)１７年３月期 ２，７４４ △ １，７７７ △ ３６０ ５，７２８ 
 

[財政成績（連結）の変動状況に関する定性的情報等] 

当第１四半期の財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産は５億３９百万円、株主資本は４５

百万円それぞれ減少し、株主資本比率は１．４ポイント改善しました。 

総資産の減少の主なものは、現金及び預金の減少３億２０百万円、受取手形及び売掛金の減少９億 

２２百万円等による流動資産の減少１０億８１百万円および固定資産の増加５億４１百万円が主なも

のであります。負債の部では買掛金の減少５億２４百万円、未払金の増加６億３０百万円、未払法人税

等の減少６億５７百万円、前受金の増加３億３７百万円、賞与引当金の減少４億１４百万円等の流動負

債の減少５億２１百万円が主なものであります。 

キャッシュ・フローにつきましては、営業活動によるキャッシュ・フローは、６億２７百万円増加し

ました。これは税金等調整前四半期（当期）純利益４億５０百万円、売上債権の減少額９億１４百万円、

未払金の増加額６億６百万円、前受金の増加額３億３７百万円等による増加と仕入債務の減少額５億 

２４百万円、法人税等の支払額７億３４百万円、棚卸資産の増加額２億６１百万円、役員賞与の支払額

７４百万円等の減少によるものであります。投資活動によるキャッシュ・フローは、工場増築関連の有

形固定資産および投資有価証券の取得等により７億７２百万円減少しました。財務活動によるキャッシ

ュ・フローは配当金の支払により１億７４百万円減少しました。これらにより現金及び現金同等物は 

３億２０百万円減少し、当第１四半期末残高は５４億８百万円となりました。 
 
（参考１）四半期個別経営成績等の概況（平成１７年４月１日 ～ 平成１７年６月３０日） 

（百万円未満切捨） 
 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期(当期)純利益 

 百万円   ％ 百万円    ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 

１８年３月期第１四半期 ５，２４２(△0.1) ２８８(△38.0) ４４２(△19.5) ２５１(△29.2) 
１７年３月期第１四半期 ５，２４８( 7.5) ４６５( 34.8) ５４９(  35.7) ３５４( 48.6) 

(参考)１７年３月期 ２４，５４２ ２，２９６ ２，４２４ １，３８６ 
 
 総 資 産 株 主 資 本      

 百万円 百万円 

１８年３月期第１四半期 ２５，５４９ ２１，３８３ 
１７年３月期第１四半期 ２４，２３０ ２０，５３２ 
(参考)１７年３月期 ２６，１３９ ２１，３７９ 

（注）売上高、営業利益、経常利益、四半期（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期比
増減率を示しております。 
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３．平成１８年３月期の連結業績予想（平成１７年４月１日 ～ 平成１８年３月３１日） 

（百万円未満切捨） 

 予 想 売 上 高        予想経常利益        予想当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 

中   間   期 １１，２３４ １，０６３ ２９８ 
通       期 ２６，６２７ ２，８２１ １，３１４ 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） １１７円１８銭 

※ 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業
績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 
 

[業績予想に関する定性的情報等] 

今後の国内経済は、個人消費や雇用環境の改善から今後も景気は回復を続けていくという見方があり

ますが、アジア向け輸出の回復の遅れや継続する原油価格高騰、鋼板をはじめとした原材料の値上げ等

が内外経済に与える影響に留意する必要があると考えられます。間仕切業界におきましても、福祉・厚

生施設関連は引続き堅調に推移すると考えられるものの、販売価格競争等、注視すべき状況が依然とし

て続くと考えられます。 

このような状況下において中間期については、期初予想どおり売上高１１２億３４百万円、経常利益

１０億６３百万円、中間純利益２億９８百万円を予想しております。通期の業績予想につきましても、

期初予想は変更せず、売上高２６６億２７百万円、経常利益２８億２１百万円、当期純利益１３億１４

百万円を予想しております。 
 
（参考２）平成１８年３月期の個別業績予想（平成１７年４月１日 ～ 平成１８年３月３１日） 

（百万円未満切捨） 

１株当たり年間予想配当金 
 予 想 売 上 高        予想経常利益        予想当期純利益 

中 間 期 末  

 百万円 百万円 百万円 円 銭 円 銭 円 銭 

中 間 期 １０，９２０ ９９４ ２８８ １７ ５０ － － 

通   期 ２６，０００ ２，６００ １，２２０ － １７ ５０ ３５ ００ 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） １０９円３８銭 

※ 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業
績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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四 半 期 連 結 貸 借 対 照 表 
 

（百万円未満切捨） 

前 第 １ 四 半 期 当 第 １ 四 半 期 前 連 結 会 計 年 度 
（平成１６年６月３０日現在） （平成１７年６月３０日現在） （平成１７年３月３１日現在） 

期 別 
 
科 目 金   額 構成比 金   額 構成比 金   額 構成比 

（ 資 産 の 部 ） 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

Ⅰ 流 動 資 産       

１． 現 金 及 び 預 金 ５，９２３  ５，４０８  ５，７２８  

２． 受取手形及び売掛金 ７，４３０  ６，９１０  ７，８３３  

３． 棚 卸 資 産 ２，８３０  ３，２５６  ２，９９５  

４． そ の 他 ２６７  ４０２  ５０８  

貸 倒 引 当 金 △ ９２  △ ７７  △ ８３  

 流 動 資 産 合 計 １６，３６０ ６２．８ １５，９００ ５７．７ １６，９８１ ６０．５ 

Ⅱ 固 定 資 産       

１． 有 形 固 定 資 産       

（１）建物及び構築物 ４，１３３  ５，０８６  ４，１１５  

（２）機械装置及び運搬具 ２，００１  ２，１８２  ２，０１８  

（３）土 地 ２，８３１  ３，４０５  ３，２０２  

（４）そ の 他 ８４４  １，２５６  １，８５９  

 減価償却累計額 △４，５９８  △４，７４８  △４，７１１  

 有形固定資産合計 ５，２１２ ２０．０ ７，１８２ ２６．１ ６，４８３ ２３．１ 

２． 無 形 固 定 資 産 ３４６ １．３ ３２９ １．２ ３４６ １．２ 

３． 投資その他の資産       

（１）投 資 有 価 証 券 ６２７  ６１２  ６１１  

（２）保 険 積 立 金 ３，０６６  ３，０２８  ３，１８８  

（３）そ の 他 ５８７  ７１４  ６８９  

貸 倒 引 当 金 △ １３７  △ ２２０  △ ２１３  

 投資その他の資産合計 ４，１４３ １５．９ ４，１３５ １５．０ ４，２７６ １５．２ 

 固 定 資 産 合 計 ９，７０２ ３７．２ １１，６４７ ４２．３ １１，１０６ ３９．５ 

 資 産 合 計 ２６，０６２ １００．０ ２７，５４８ １００．０ ２８，０８７ １００．０ 
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（百万円未満切捨） 

前 第 １ 四 半 期 当 第 １ 四 半 期 前 連 結 会 計 年 度 
（平成１６年６月３０日現在） （平成１７年６月３０日現在） （平成１７年３月３１日現在） 

期 別 
 
科 目 金   額 構成比 金   額 構成比 金   額 構成比 

（ 負 債 の 部 ） 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

Ⅰ 流 動 負 債       

１． 買 掛 金 １，１２４  １，１３３  １，６５７  

２． 未 払 金 １，０４８  １，１５６  ５２６  

３． 未 払 法 人 税 等 ５５  １２  ６６９  

４． 前 受 金 ８３６  １，１６６  ８２９  

５． 賞 与 引 当 金 ３１３  ３２６  ７４０  

６． そ の 他 ３１３  ２８１  １７４  

 流 動 負 債 合 計 ３，６９２ １４．２ ４，０７７ １４．８ ４，５９８ １６．４ 

Ⅱ 固 定 負 債       

１． 退 職 給 付 引 当 金 ４３５  ５４０  ５１１  

２． そ の 他 ６  ４  ５  

 固 定 負 債 合 計 ４４２ １．７ ５４４ ２．０ ５１７ １．８ 

 負 債 合 計 ４，１３５ １５．９ ４，６２１ １６．８ ５，１１５ １８．２ 

（ 資 本 の 部 ）       

Ⅰ 資  本  金 ３，０９９ １１．９ ３，０９９ １１．２ ３，０９９ １１．０ 

Ⅱ 資 本 剰 余 金 ３，０３１ １１．６ ３，０３１ １１．０ ３，０３１ １０．８ 

Ⅲ 利 益 剰 余 金 １６，０３２ ６１．５ １７，０５３ ６１．９ １７，０８８ ６０．９ 

Ⅳ その他有価証券評価差額金 １００ ０．４ ７９ ０．３ ９０ ０．３ 

Ⅴ 自 己 株 式 △ ３３６ △ １．３ △ ３３７ △ １．２ △ ３３７ △ １．２ 

 資 本 合 計 ２１，９２７ ８４．１ ２２，９２６ ８３．２ ２２，９７２ ８１．８ 

 負債及び資本合計 ２６，０６２ １００．０ ２７，５４８ １００．０ ２８，０８７ １００．０ 
        

 



－６－ 

四 半 期 連 結 損 益 計 算 書 

 

（百万円未満切捨） 
前 第 １ 四 半 期 当 第 １ 四 半 期 前 連 結 会 計 年 度 

自平成１６年４月  １日 
至平成１６年６月３０日 

自平成１７年４月  １日 
至平成１７年６月３０日 

自平成１６年４月  １日 
至平成１７年３月３１日 

期  別 

 

 

科  目 金  額 百分比 金  額 百分比 金  額 百分比 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

Ⅰ 売 上 高 ５，４９５ １００．０ ５，４２５ １００．０ ２５，６１６ １００．０

Ⅱ 売 上 原 価 ３，６０６ ６５．６ ３，５７３ ６５．９ １７，２７２ ６７．４

 売 上 総 利 益 １，８８９ ３４．４ １，８５２ ３４．１ ８，３４４ ３２．６

Ⅲ 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 １，３４７ ２４．５ １，４６２ ２７．０ ５，７１３ ２２．３

 営 業 利 益 ５４１ ９．９ ３８９ ７．１ ２，６３０ １０．３

Ⅳ 営 業 外 収 益 ７ ０．１ ６５ １．２ ３５ ０．１

１． 受 取 利 息 ０ ０ １ 

２． 受 取 配 当 金 ３ ３ ６ 

３． 受 取 保 険 金 ０ ５６ １３ 

４． 受 取 家 賃 １ ０ ３ 

５． 受 取 手 数 料 １ １ ５ 

６． そ の 他 １ ３ ５ 

Ⅴ 営 業 外 費 用 ３ ０．１ ２ ０．０ １２ ０．０

１． 売 上 割 引 ３ ２ １１ 

２． そ の 他 － － ０ 

 経 常 利 益 ５４５ ９．９ ４５２ ８．３ ２，６５４ １０．４

Ⅵ 特 別 利 益 １３ ０．２ － ０．０ １６ ０．０

１． 貸倒引当金戻入益 １３ － － 

２． 投資有価証券売却益 － － １６ 

Ⅶ 特 別 損 失 ０ ０．０ ２ ０．０ ４５ ０．２

１． 固 定 資 産 売 却 損 － ０ １５ 

２． 固 定 資 産 除 却 損 ０ ２ １１ 

３． ゴルフ会員権評価損 － － １８ 

 税 金 等 調 整 前 四 半 期 ( 当期 ) 純利益  ５５８ １０．１ ４５０ ８．３ ２，６２５ １０．２

 法人税､住民税及び事業税 ５６ １．０ ３９ ０．７ １，１８３ ４．６

 法 人 税 等 調 整 額 １８８ ３．４ １９７ ３．６ △ １０１ △ ０．４

 四半期（当期）純利益 ３１３ ５．７ ２１３ ４．０ １，５４３ ６．０
        

 



－７－ 

四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
 

（百万円未満切捨） 
前 第 １ 四 半 期 当 第 １ 四 半 期 前連結会計年度 期    別 

項    目 
自平成１６年４月  １日 
至平成１６年６月３０日 

自平成１７年４月  １日 
至平成１７年６月３０日 

自平成１６年４月  １日 
至平成１７年３月３１日 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期（当期）純利益 ５５８ ４５０ ２，６２５ 

減価償却費 ８７ ９７ ３６６ 

貸倒引当金の増減額（△：減少） △ ２７ ０ ４０ 

受取利息及び配当金 △ ４ △ ３ △ ７ 

ゴルフ会員権評価損 － － １８ 

売上債権の増減額（△：増加） １，０５７ ９１４ ５７８ 

棚卸資産の増減額（△：増加） １６ △ ２６１ △ １４８ 

仕入債務の増減額（△：減少） △ ４５８ △ ５２４ ７４ 

未払金の増減額（△：減少） ５５５ ６０６ ２７ 

前受金の増減額（△：減少） ２１８ ３３７ ２１１ 

退職給付引当金の増減額（△：減少） ２６ ２８ １０２ 

役員賞与の支払額 △ ６４ △ ７４ △ ６８ 

その他（純額） △ ２１２ △ ２１３ ０ 

小  計 １，７５４ １，３５８ ３，８２２ 

利息及び配当金の受取額 ４ ３ ７ 

法人税等の支払額 △ ５２８ △ ７３４ △ １，０８５ 

営業活動によるキャッシュ・フロー １，２２９ ６２７ ２，７４４ 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △ ２２５ △ ７４９ △ １，７１０ 

有形固定資産の売却による収入 － ５ １ 

無形固定資産の取得による支出 △ ２２ △ １３ △ １０９ 

投資有価証券の取得による支出 △ ０ △ ２０ △ ４ 

投資有価証券の売却による収入 ０ ０ ４７ 

その他（純額） ５ ４ △ １ 

投資活動によるキャッシュ・フロー △ ２４２ △ ７７２ △ １，７７７ 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の取得による支出 △ ０ － △ ０ 

配当金の支払額 △ １８５ △ １７４ △ ３５９ 

財務活動によるキャッシュ・フロー △ １８５ △ １７４ △ ３６０ 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 － － － 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 ８０１ △ ３２０ ６０６ 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 ５，１２１ ５，７２８ ５，１２１ 

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 ５，９２３ ５，４０８ ５，７２８ 



－８－ 

品 目 別 売 上 高 明 細 書              

 

（百万円未満切捨） 

当 第 １ 四 半 期 

自平成１７年４月  １日 
至平成１７年６月３０日 

   期 別 

 

 

  品 目 金  額 前 年 同 期 比 

 百万円 ％ 

可 動 間 仕 切 １，９９７ １０１．０ 

固 定 間 仕 切 １，２９９ １０３．６ 

移 動 間 仕 切 ６５４ ７６．６ 

ト イ レ ブ ー ス ８２２ ９９．３ 

ロ ー 間 仕 切 ３２２ １０５．３ 

そ の 他 ３２８ １２０．１ 

合 計 ５，４２５ ９８．７ 

 

 
 

品目別受注高および受注残高                
 

（百万円未満切捨） 

当 第 １ 四 半 期 

自平成１７年４月  １日 
至平成１７年６月３０日 

受 注 高 受 注 残 高 

   期 別 

 

 

  品 目 
金  額 前年同期比 金  額 前 年 同 期 比 

 百万円 ％ 百万円 ％ 

可 動 間 仕 切 ２，１９１ １０８．８ ２，０５８ ９８．４ 

固 定 間 仕 切 １，６３５ ９４．６ ４，８３１ １０２．８ 

移 動 間 仕 切 ６８７ ６９．０ １，４６６ ５９．３ 

ト イ レ ブ ー ス ９８７ １３１．１ １，５１９ １１６．４ 

ロ ー 間 仕 切 ３３３ １１３．８ １４８ １３５．４ 

そ の 他 ３２４ １００．３ １８８ ７１．０ 

合   計 ６，１６１ １００．８ １０，２１３ ９３．３ 

 


